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第
1
3
巻

*
地
球
時
代
の
日
本
人

*
地
球
時
代
の
文
明
論

*
二
一世
紀
の
人
類
像

地
球
時
代
に
生
き
る

*
国
際
交
流
の
理
論

　
「地
球
時
代
」
は
お
そ
ら
く
梅
棹
忠
夫
が
は
じ
め
て
つ
か
っ
た
概
念
で
あ

る
。
「グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
や

「グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
」
は
東
西
の
冷
戦
体
制
が
崩

壊
し
て
か
ら
人
口
に
膾
炙
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
約
二
〇
年
。

『地
球
時
代
の
日
本
人
』
(一九
七
四
)
が
そ
の
先
陣
を
切
っ
た
。

　
本
巻
で
は

「地
球
時
代
」
の
視
点
か
ら
、
日
本
万
国
博
覧
会
の
意
義
、

国
際
交
流
の
あ
り
か
た
、
民
族
問
題
の
ゆ
く
え
、
太
平
洋
の
文
明
史
的

意
義
な
ど
が
縦
横
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
的
経
営
や
日
本
文
化
論

が
国
の
内
外
で
活
況
を
呈
し
て
い
た
と
き
、
梅
棹
は

「地
球
時
代
」
の
な

か
で
日
本
の
占
め
る
位
置
を
文
明
史
的
、
文
明
論
的
に
さ
ぐ
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
魚
と
ク
ジ
ラ
を
対
比
し
た
「日
本
文
明
ク
ジ
ラ
論
」
や

「化
政
一五
〇
年
」
を
右
肩
上
が
り
の
曲
線
で
し
め
し
た

「近
代
日
本
の
文

明
史
曲
線
」
な
ど
、
卓
抜
な
る
比
喩
や
モ
デ
ル
が
う
み
だ
さ
れ
た
。
そ
の
一

方
、
発
信
能
力
に
欠
け
る
日
本
を
「ブ
ラ
ッ
ク

・
ホ
ー
ル
」
に
た
と
え
て
警

鐘
を
鳴
ら
し
、
国
に
よ
る
国
際
交
流
の
振
興
を
文
化
的
安
全
保
障
の
戦

略
と
し
て
意
義
づ
け
た
。

　
さ
ら
に
梅
棹
は
一九
七
〇
年
代
の
時
点
か
ら
一二

世
紀
を
展
望
し
、
地

球
の
一体
化
が
す
す
む
一方
、
民
族
の
自
己
主
張
も
加
速
す
る
と
指
摘
し

た
。
民
族
学
や
文
化
人
類
学
が
世
界
認
識
の
基
礎
学
問
と
し
て
も
っ
て
い

る
意
義
も
強
調
し
た
。

　
実
際
、
そ
の
予
測
は
見
事
に
的
中
し
、
二
極
の
冷
戦
構
造
は
消
滅
し
、

環
境
問
題
を
は
じ
め
グ
ロ
ー
バ
ル
に
対
処
す
べ
き
課
題
が
軒
並
み
に
浮
上

し
た
。
ま
た
、
民
族
問
題
も
世
界
各
地
で
頻
発
し
、
民
族
学
の
役
割
り

を
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ
て
い
る
。

　
梅
棹
は
地
球
を

「人
間
衛
星
船
」、
人
類
を
「全
地
球
人
」
と
言
い
換
え
、

地
球
的
規
模
で
生
起
す
る
動
向
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
や

日
本
人
が
果
た
し
う
る
役
割
り
を
ユ
ニ
ー
ク
に
論
じ
た
。
た
と
え
ば
、
太

平
洋
を
極
東
文
明
と
極
西
文
明
の

「出
あ
い
の
海
」
と
み
な
し
、
同
経
度

連
合
で
あ
る
西
太
平
洋
国
家
連
合
を
構
想
し
た
。

　
晩
年
の
梅
棹
が
監
修
し
た
『地
球
時
代
の
文
明
学
』
(二
〇
〇
八
)
に
は

本
巻
の
精
神
が
よ
く
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
(中
牧
弘
允
)
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